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話　　題

　

結
婚
50
周
年
を
祝
う「
第
60
回
金
婚
夫
婦

表
彰
式
」（
熊
本
日
日
新
聞
社
・
小
国
町
）が
9

月
6
日
、
Ｊ
Ａ
阿
蘇
小
国
郷
中
央
支
所
情
報

企
画
セ
ン
タ
ー
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
今
年

は
、
昭
和
43
年
に
結
婚
さ
れ
た
ご
夫
婦
が
対

象
で
、
小
国
町
で
は
21
組
が
表
彰
さ
れ
、
当
日

は
18
組
の
出
席
が
あ
り
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
は
じ
め
に
熊
本
日
日
新
聞
社

表
彰
が
行
わ
れ
、
池
下
敬
一
郎
事
業
局
長
か
ら

熊
日
表
彰
受
賞
者
代
表
の
長
皓
さ
ん
・
た
み

子
さ
ん（
黒
渕
戸
角
）ご
夫
婦
に
表
彰
状
と
記

念
品
が
贈
ら
れ
、
池
下
敬
一
郎
事
業
局
長
か
ら

祝
辞
が
あ
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
小
国
町
表
彰
が
行
わ
れ
、
北
里
耕

亮
町
長
が
各
大
字
代
表
の
ご
夫
婦
に
、
小
国

町
か
ら
の
表
彰
状
と
記
念
品
を
手
渡
し
、
そ

の
あ
と
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

式
典
の
最
後
に
は
、
小
国
町
表
彰
受
賞
者

を
代
表
し
て
髙
野
郁
則
さ
ん
・
睦
子
さ
ん（
宮

原
新
橋
）
ご
夫
婦
が
謝
辞
を
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。
受
賞
さ
れ
た
21
組
の
ご
夫
婦
の
皆
様
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ご
結
婚
さ
れ
た
昭
和
43
年
は
、
昭
和
40
年

後
半
か
ら
始
ま
っ
た「
い
ざ
な
ぎ
景
気
」と
い

わ
れ
る
大
型
景
気
の
真
っ
只
中
で
、
日
本
は
経

済
の
飛
躍
的
な
成
長
と
発
展
、
産
業
の
高
度

化
と
大
規
模
化
を
遂
げ
て
い
た
高
度
経
済
成

長
の
時
代
で
し
た
。
そ
れ
か
ら
50
年
、
こ
れ
ま

で
ご
夫
婦
で
手
を
た
ず
さ
え
、
苦
楽
を
共
に

し
て
こ
ら
れ
た
お
二
人
、
こ
れ
か
ら
も
よ
り
一

層
、
ご
夫
婦
や
ご
家
族
の
絆
を
深
め
ら
れ
る

と
と
も
に
、
健
康
に
留
意
さ
れ
、
益
々
お
元
気

で
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

　

表
彰
さ
れ
た
ご
夫
婦
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。

（
敬
称
略
）

※
戸
籍
通
り
の
文
字
で
表

　
記
で
き
な
い
文
字
は
正
字

　
で
表
記
し
て
い
ま
す
。
　

長　
　

皓　

　
　
　

た
み
子

坂
田　

波
男

　
　
　

ハ
ル
ミ

穴
井　

茂
喜

　
　
　

リ
ツ
子

眞
下　

雅
夫

　
　
　

須
美
惠

河
津　

輝
弘

　
　
　

み
き
枝

佐
藤　

光
夫

　
　
　

公
子　

堤　
　

清
朗

　
　
　

清
美

佐
藤　

正
六

　
　
　

マ
ス
ヱ

髙
野　

郁
則

　
　
　

睦
子

佐
藤　

武
久

　
　
　

ケ
サ
ヨ

綿
貫　

俊
一

　
　
　

照
子

市
川　

昭
利

　
　
　

益
穗

宇
都
宮　

弘

　
　
　
　

マ
チ
子

松
平　

邦
彦

　
　
　

惠
美
子

坂
本　

靜
男

　
　
　

初
子

加
藤　

憲
六

　
　
　

俊
子　

田
原　

隆

　
　
　

都
子

河
津　

仁
吾

　
　
　

ナ
ツ
ミ

長
谷
部　

圀
夫

　
　
　
　

文
子

合
志　

勝

　
　
　

ひ
と
み

北
野　

初
喜

　
　
　

美
知
代

◆
宮
　
原

◆
北
　
里

◆
西
　
里

◆
下
　
城

◆
黒
　
渕

◆
上
　
田
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話　　題

　

阿
蘇
小
国
郷
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
が

献
血
推
進
活
動
や
、
献
血
実
施
の
10
年
以

上
、
継
続
的
に
協
力
を
行
っ
た
な
ど
の
功
労

が
評
価
さ
れ
、
日
本
赤
十
字
社
熊
本
支
部

か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

９
月
25
日
（
火
）に
町
長
か
ら
感
謝
状
の

伝
達
が
行
わ
れ
、
阿
蘇
小
国
郷
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
会
長
の
瀬
尾
秀
義
さ
ん
が
代
表

し
て
感
謝
状
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

　

阿
蘇
小
国
郷
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
皆

様
、
受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

献
血
功
労
団
体
に
対
す
る
表
彰

　

9
月
3
日
、
町
長
室
で
平
成
29
年
度

の
決
算
審
査
の
報
告
を
小
国
町
監
査
委
員

（
石
松
雄
平
代
表
監
査
、
児
玉
智
博
議
選

監
査
）か
ら
受
け
ま
し
た
。

　

決
算
審
査
は
、
法
で
定
め
ら
れ
て
お
り
、

町
の
出
納
閉
鎖
後
に
実
施
し
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

　

決
算
審
査
の
内
容
と
し
て
は
、

①
決
算
そ
の
他
関
係
諸
表
等
の
計
数
の
正

確
性
の
検
証
。

②
予
算
の
執
行
又
は
事
業
の
経
営
が
適
正

か
つ
効
率
的
に
行
わ
れ
て
い
る
か
。

　

以
上
の
事
項
に
つ
い
て
、
帳
簿
等
や
関
係

職
員
の
説
明
を
交
え
な
が
ら
、
監
査
委
員

に
13
日
間
に
渡
る
審
査
を
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

平
成
29
年
度　

決
算
審
査
報
告

　

監
査
の
結
果
は
、「
法
令
等
に
基
づ
き
、
お

お
む
ね
適
正
に
執
行
さ
れ
て
い
る
と
認
め
ら

れ
る
。
」と
の
報
告
で
し
た
。

　

平
成
30
年
度
の
Ｊ
Ａ
阿
蘇
小
国
郷
畜
産

共
進
会
が
９
月
22
日
（
土
）、
宮
原
切
原
の

小
国
家
畜
市
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

畜
産
共
進
会
は
、
よ
り
能
力
の
高
い
家
畜

の
生
産
に
よ
り
畜
産
経
営
の
安
定
化
と
消

費
者
の
食
の
安
心
・
安
全
を
推
進
す
る
た

め
、
参
加
し
た
家
畜
の
改
良
成
果
を
披
露

し
、
生
産
者
の
更
な
る
意
欲
の
向
上
を
目

的
と
し
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
両
町
よ
り
合
わ
せ
て
43
頭
が

出
品
さ
れ
、
肉
用
種
６
部
門
で
体
格
や
発

育
な
ど
の
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
名
誉
賞
は
次
の
と
お
り

で
す
。
受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。（
敬

称
略
）

◆
名
誉
賞
◆

【
黒
毛
和
種
　
育
成
牛
の
部
】

・
名
号　

み
つ
ば

　

宮
原　

原
山　

貢

【
経
産
牛
の
部
】

・
名
号　

ひ
か
る
３

　

下
城　

宮
﨑　

徳
雄

【
肥
育
牛
の
部
】

・
名
号　

百
合
美
津

　

上
田　

永
江　

義
信

・
名
号　

真
理
恵

　

上
田　

橋
本　

泰
藏 Ｊ

Ａ
阿
蘇
小
国
郷
畜
産
共
進
会

みつばと原山さんひかる３と宮﨑さん
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○○○○○○学　　校

全
九
州
小
学
生

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
へ
！

　

平
成
30
年
９
月
８
日
八
代
市
総
合
体
育
館
に

て
行
わ
れ
た
、
全
九
州
小
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

選
手
権
大
会
熊
本
県
予
選
に
て
、
お
ぐ
に
ジ
ュ

ニ
ア
の
み
な
さ
ん
が
優
秀
な
成
績
を
お
さ
め
ら

れ
ま
し
た
！

☆
結
果　

（
４
位
以
上
が
九
州
大
会
出
場
）

・
佐
藤
ゆ
め
（
小
国
小
６
年
生
）

　

小
学
６
年
生
以
下
女
子
シ
ン
グ
ル
ス　

優
勝

・
宮
﨑
直
也
・
安
達
琉
偉
（
小
国
小
５
年
生
）

　

小
学
５
年
生
以
下
男
子
ダ
ブ
ル
ス　

準
優
勝

・
佐
藤
あ
か
り
（
小
国
小
４
年
生
）

　

小
学
４
年
生
以
下
女
子
シ
ン
グ
ル
ス　

３
位

　

み
な
さ
ん
は
10
月
20
日
〜
21
日
に
長
崎
県
大

村
市
の
大
村
市
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ

れ
る
、
全
九
州
小
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
に

出
場
し
ま
す
。
九
州
大
会
で
５
位
以
上
と
な
れ

ば
東
京
都
で
開
催
さ
れ
る
全
国
小
学
生
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
選
手
権
大
会
に
出
場
で
き
ま
す
。
み
ん

な
で
応
援
し
ま
し
ょ
う
！

☆
輝
い
て
い
ま
す
！
☆

☆
輝
い
て
い
ま
す
！
☆

小
国
高
校

通
信
よ
り

小
国
高
生

小
国
高
生

　

小
国
郷
寺
子
屋（
夏
休
み
学
習
会
）が
８
月

16
日（
木
）と
17
日（
金
）に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

小
国
郷
内
の
小
・
中
学
生
と
の
交
流
を
通
じ

て
、
本
校
生
徒
の
進
路
意
識
と
向
学
心
の
向

上
を
目
指
す
取
り
組
み
で
す
。
毎
年
多
く
の

生
徒
が
参
加
し
、
始
め
は
戸
惑
い
な
が
ら
も

す
ぐ
打
ち
解
け
て
、
と
て
も
和
や
か
な
雰
囲

気
で
し
た
。
夏
休
み
の
課
題
に
真
剣
に
取
り

組
む
小
・
中
学
生
に
、
高
校
生
も
寄
り
添
い
な

が
ら
熱
心
に
指
導
す
る
姿
が
印
象
的
で
、
小

国
郷
の
子
供
た
ち
の
縦
の
つ
な
が
り
が
強
く

感
じ
ら
れ
、
互
い
に
成
長
で
き
る
充
実
し
た

機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

９
月
１
日
（
土
）と
２
日
（
日
）に
小
国
高
校

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ
れ
多
く
の
方
々
に

来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。
１
日
目
は
午
後
か

ら
開
会
式
、
ク
ラ
ス
の
代
表
者
に
よ
る
小
論

文
発
表
、
芸
術
選
択
者
に
よ
る
演
奏
、
委
員
会

活
動
発
表
な
ど
が
行
わ
れ
、
２
日
目
は
午
前

中
に
ス
テ
ー
ジ
発
表
や
映
像
作
品
の
上
映
が

あ
り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

食
品
バ
ザ
ー
で
は
ク
ラ
ス
ご
と
に
か
き
氷
や

ポ
テ
ト
な
ど
様
々
な
模
擬
店
が
出
店
さ
れ
、

行
列
が
で
き
る
ほ
ど
の
賑
わ
い
で
し
た
。
午
後

か
ら
は
吹
奏
楽
部
が
練
習
の
成
果
を
発
揮
し

て
見
事
な
演
奏
を
聞
か
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
家
庭
サ
ー
ク
ル
は
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の

為
に
製
作
し
た
ド
レ
ス
を
披
露
し
、
観
客
か

ら
大
き
な
拍
手
を
い
た
だ
き
フ
ィ
ナ
ー
レ
を

飾
り
ま
し
た
。
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催
に
あ
た

り
、
地
域
や
保
護
者
の
皆
様
か
ら
ご
協
力
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

小国郷寺子屋

フェスティバルの様子

 

　
本
校
は
、
今
年
で
創
立
40
周
年
を
迎
え
ま

し
た
。
そ
こ
で
、
毎
年
開
催
し
て
お
り
ま
す
、

す
ぎ
の
こ
ま
つ
り
に
併
せ
て
、
40
周
年
の
記
念

式
典
を
行
い
ま
す
。

　

今
年
の
ま
つ
り
テ
ー
マ
は
「
40
周
年
の
絆

み
ん
な
で
も
り
あ
が
ろ
う　

え
が
お
！
サ
イ

コ
ー
！
す
ぎ
の
こ
ま
つ
り
！
」
で
す
。
学
校
創

立
40
周
年
を
祝
う
と
共
に
、
日
頃
の
児
童
生

徒
の
取
組
の
成
果
を
ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。
中
学
部
、
高
等
部
の
生
徒
た
ち

が
作
っ
た
作
業
製
品
の
販
売
会
や
食
バ
ザ
ー
な

ど
の
す
ぎ
の
こ
マ
ル
シ
ェ
や
、
児
童
生
徒
の
ス

テ
ー
ジ
発
表
も
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
来

場
下
さ
い
！

日　

時
　
10
月
20
日
（
土
）

場　

所
　
熊
本
県
立
小
国
支
援
学
校
内

日　

程

　
10
時
〜　

記
念
式
典

　

11
時
〜　

す
ぎ
の
こ
マ
ル
シ
ェ
（
製
品　
　

　
　
　

販
売
・
食
バ
ザ
ー
）
開
始

　

12
時
40
分
〜　

ま
つ
り
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

　

13
時
〜　

ス
テ
ー
ジ
発
表
（
午
後
の
部
）

　

14
時
45
分
〜　

エ
ン
デ
ィ
ン
グ

　

15
時　
　
　

全
日
程
終
了

※
地
域
の
方
は
、
11
時
か
ら
の
「
す
ぎ
の
こ
マ

ル
シ
ェ
」
か
ら
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

問
熊
本
県
立
小
国
支
援
学
校　

　

☎
４
６
ー
４
３
７
０　

担
当
：
岡
田

熊
本
県
立
小
国
支
援
学
校
　

　
創
立
40
周
年
記
念
　

　
　
　
　
　
　
第
16
回
す
ぎ
の
こ
ま
つ
り

～
40
周
年
の
絆
　
み
ん
な
で
も
り
あ
が
ろ
う
　

　 

え
が
お
！
サ
イ
コ
ー
！
す
ぎ
の
こ
ま
つ
り
！
～
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○○○○○○防　　災

防災豆知識 火 災 予 防

◆火災に備える日ごろのポイント

◆初期消火の３原則

◆消火器の使い方とコツ

放火対策を万全に

配線まわりはきれいに

子どもの火遊びに注意

ストーブのまわりを整理

コンロから離れない
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○○○○○○財　　政

平成 29 年度の一般会計決算が、9 月定例議会で認定されました。

主な歳入項目

歳入総額　60 億 5,164 千円

歳出総額　57 億 52,436 千円

平成 29 年度　小国町一般会計決算

自主財源…町が自主的に収入することが出来る財源のことです。

依存財源…国や県などが定めた額を交付されたり、割り当てられる収入のことです。

◆町　　　税　　町民税、固定資産税、軽自動車税、たばこ税など

◆地方交付税　　国が、町の様々な状況に応じて交付するもの

◆国庫支出金

　・県 支 出 金　　
国や県から事業を行うために交付されるもの

◆町　　　債　　事業を行うために借り入れるもの

◆繰　入　金　　基金などから繰り入れるもの

自主財源
15億20,520千円
　　　　(25.3%)

町税　　　　　
6億16,743千円
　　　　(10.3%)

分担金及び負担金
39,091千円(0.6%)

繰越金
2億71,678千円(4.5%)

繰入金
1億56,102千円(2.6%)

使用料及び手数料
1億50,905千円(2.5%)

諸収入他
2億86,001千円(4.8%)

地方交付税
24億40,552千円
(40.6%)

依存財源
44億84,644千円
(74.7%)

国庫支出金
6億10,412千円
(10.2%)

町債
7億14,263千円
(11.9%)

県支出金
4億87,896千円
(8.1%)

地方譲与税
76,131千円(1.3%)

地方消費税交付金他
1億55,390千円(2.6%)

歳入総額
60億5,164千円

一般会計：歳入総額の状況
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○○○○○○財　　政

◆議会費

　 議会の運営経費

◆総務費

　 庁舎コミュニティ棟建設、地域活動交付

金、公立病院交付金、光ファイバーネット

ワーク、おぐにチャンネル制作、ふるさと

納税、地域おこし協力隊、乗合タクシー、

地方バス補助、地籍調査、税の賦課徴収

など

◆民生費

　 臨時福祉給付金、障害者福祉サービス

等、老人保護措置、医療費助成、児童手

当、施設型保育給付、人権啓発など

◆衛生費

　 住民健診、予防接種、し尿・ごみ処理など

◆農林水産業費

　 農業委員会、農業振興、中山間地域等直

接支払、多面的機能支払、家畜改良補

助、循環型農業推進、農業・林業担い手

育成、農業農村整備、間伐材利用推進、

小国杉使用建築物支援、治山事業など

◆商工費

　商工振興、鍋ヶ滝公園管理、学びやの里、

観光振興、地域エネルギーなど

◆土木費

　 町道維持管理、道路改良、町営住宅建設

など

◆消防費

復興まちづくり計画、防災マップ作成、

消防団運営経費、消防機材、災害時備

蓄品、隣地安全対策立木等撤去補助な

ど

◆教育費

　 学校管理、スクールバス運行、奨学金、

文化財保護、図書、総合型地域スポーツ

クラブなど

◆災害復旧費

　 農林·公共土木災害復旧、小国ドーム災

害復旧など

◆公債費

　 借入金の返済

◆諸支出金

　 特別会計（国保・介護・美術館・農業集落

排水・後期高齢）への拠出金

◆義務的経費

　 その支出が義務付けられているも

のです。

◆その他の経費

　 町が任意に支出するものや、後年に

形を残さない性質のものなどです。

◆投資的経費

　 資本の形成に効果があり、施設等

がストックされ将来に残るものに支

出するものです。

総務費
16億575千円
(27.8%)

消防費
1億72,705千円
(3.0%)

衛生費
3億54,703千円
(6.2%)

歳出総額
57億52,436千円

諸支出金
3億63,253千円
(6.3%)

農林水産業費
5億7,741千円
(8.8%)

土木費
3億32,110千円
(5.8%)

教育費
3億21,156千円
(5.6%)

公債費
4億57,885千円
(8.0%)

民生費
10億78,429千円
(18.7%)

商工費
1億9,093千円
(1.9%)

災害復旧費
3億83,804千円
(6.7%)

議会費
70,982千円(1.2%)

維持補修費
24,241千円(0.4%)

扶助費
4億96,644千円
(8.7%)

公債費
4億57,855千円

(8.0%)

物件費
7億9,218千円

(12.3%)

補助費等
11億45,642千円
(19.9%)

積立金
2億89,175千円
(5.0%)

繰出金
3億63,312千円

(6.3%)

  　　普通建設事業費
4億78,433千円

（8.3%）   

投資的経費
12億7,560千円
(21.0%)　　　

その他の経費
25億31,588千円

(43.9%)

義務的経費
20億13,288千円
　　　 (35.1%)

人件費
10億58,759千円

（18.4%)

災害復旧事業費
7億29,127千円(12.7%)

歳出総額
57億52,436千円

一般会計：歳出総額（目的別）の状況

一般会計：歳出総額（性質別）の状況
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財政・話題

町の貯金（基金）と借金（地方債）状況

区　分 平成29年度末現在高

財政調整基金 5億2,888万円

減債基金 8,431万円

庁舎建設基金 1,306万円

悠木の里づくり事業基金 5,435万円

地域福祉基金 1,163万円

公共施設等整備基金 5,304万円

ネットワーク事業基金 1億6,251万円

その他の基金 1億2,511万円

合　計 10億3,289万円

区　分 平成29年度末現在高

過疎対策事業債 17億9,538万円

辺地対策事業債 1億4,171万円

災害復旧事業債 5億9,287万円

公共事業等債 2,771万円

公営住宅建設事業債 2億4,485万円

教育・福祉施設等事業債 3億4,910万円

臨時財政対策債 21億0,068万円

その他の町債 2億4,352万円

合　計 54億9,582万円

貯金（基金）の残高 地方債（借金）の残高

●一般会計に関する状況

　基金のうち、財政調整

基金は、 突発的な災害

や緊急を要する経費に備

えるために積立てていま

す。財源に余裕がある年

度には積立て、不足が生

じる年度には取り崩すこ

とで財源を調整する役割

をしています。

　 平 成 29 年 度 は 約 1

千万円の積立てを行いま

した。

　臨時財政対策債は、国

が地方交付税として交付す

べき財源が不足した場合

に、その穴埋めとして、地

方に借金してもらう制度で

すが、その返済分につい

て、翌年度以降の地方交

付税に財源措置をされるも

のです。 なお、 臨時財政

対策債を除いた地方債残高

は約 33 億 9 千万円となっ

ており、前年度より 3 億 1

千万円増えています。7.0億円 6.0億円 5.5億円 5.2億円

H25年度
0.0億円

2.0億円

4.0億円

6.0億円

8.0億円

H26年度 H27年度 H28年度 H29年度

財政調整基金

その他の基金 6.4億円 4.3億円 4.2億円 3.8億円

5.3億円

4.7億円

20.4億円 21.0億円 21.4億円 21.2億円

22.7億円 25.3億円 30.2億円 30.9億円

21.0億円

34.0億円

H25年度
0.0億円

5.0億円

10.0億円

15.0億円

20.0億円

25.0億円

30.0億円

35.0億円

H26年度 H27年度 H28年度 H29年度

臨時財政対策債

その他の町債

■ 過去５年間の基金の推移 ■ 過去５年間の地方債残高の推移

　

９
月
19
日
か
ら
21
日
ま
で
の
３
日
間
、
木
魂

館
で
開
か
れ
た「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
九
州
サ

ミ
ッ
ト
」に
参
加
し
ま
し
た
。

　

九
州
各
地
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
68
人
が
参

加
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
報
告
や
隊
員
同
士
の

交
流
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

私
は
初
参
加
で
し
た
の
で
、
戸
惑
う
事
が
多

く
、
緊
張
の
連
続
で
し
た
。
し
か
し
、
宮
崎
県
の

協
力
隊
員
の
方
と
お
話
を
し
て
い
る
内
に
、
協

力
隊
の
仕
事
は
正
解
が
無
く
、
不
安
な
気
持
ち

の
中
で
活
動
を
行
う
事
が
多
い
と
い
う
事
を
知

り
ま
し
た
。
協
力
隊O

Ｂ.O

Ｇ
の
方
な
ど
の
講

義
を
受
け
、今
の
自
分
が
持
っ
て
い
る
不
安
も
和

ら
ぎ
、
今
後
ど
の
よ
う
な
活
動
に
取
り
組
ん
で

行
く
べ
き
な
の
か
な
ど
の
参
考
に
も
な
り
、
多
く

の
仲
間
と
、
と
て
も
充
実
し
た
時
間
を
過
ご
す

事
が
出
来
ま
し
た
。

　

こ
の
経
験

を
活
か
し
こ

れ
か
ら
も
協

力
隊
と
し
て

小
国
町
に
貢

献
で
き
る
活

動
を
続
け
て

い
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

　

私
は
今
、「
小
国
の
食
」を
テ
ー
マ
に
し
た
新
た

な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
小
国
の
豊
富
な
食
や
食
に
携
わ
る
方
々
に

ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
、そ
の
素
晴
ら
し
さ
を
も
っ
と

世
に
発
信
し
て
い
き
た
い
と
い
う
想
い
を
も
っ
た

地
元
企
業
・
住
民
の
方
々
の
賛
同
を
得
て
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
現
在
は
、
温
泉
地
に
来
ら
れ
た
観

光
客
に
、
小
国
の
宝
の
一
つ
で
あ
る「
温
泉
蒸
気
」

を
も
っ
と
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
、３
種
類
の

「
蒸
し
ま
ん
」を
試
作
中
で
す
。
こ
れ
は
、
た
だ

美
味
し
い
だ
け
で
な
く
、
小
国
の
食
材
や
地
域

を
実
感
し
て
も
ら
う
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
ま

す
。
例
え
ば
、「
ジ
ャ
ー
ジ
ー
牛
の
雄
」肉
を
使
用

し
、
そ
の
課
題
に
向
き
合
っ
た
り
、
わ
い
た
温
泉

の
地
熱
乾
燥
野
菜
を
使
い
、
乾
物
野
菜
の
良
さ

を
最
大
限
に
引
き
出
す
工
夫
を
し
た
り
、
杖
立

温
泉
名
物「
杖
立
プ
リ
ン
」を
蒸
し
ま
ん
に
し
て

み
た
り
と
、
そ
の
バ
ラ
エ
テ
ィ
は
豊
富
で
す
。　

　

10
月
26
日
の
わ
い
た
温
泉
感
謝
祭
で
は
、
オ

グ
・
カ
ー
ゴ
で
販
売
を
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
一
度
、
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
か
ら
の

話
題

地
域
お
こ
し
協
力
隊
サ
ミ
ッ
ト
に
参
加

原
田　

豊　

「
小
国
蒸
し
ま
ん
」
作
っ
て
ま
す
！

山
本　

美
奈
子　
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国民健康保険からのお知らせ

こんなときにも国民健康保険から支給されます。

◎子どもが生まれたとき

　国民健康保険加入者出産した場合、出産育児一時金が支給されます。妊娠４か月（85 日）以上で

あれば死産、流産の場合でも支給が受けられます。

◆支給額

　40 万 4 千円（産科医療保障制度に加入している医療機関などで出産した場合は 42 万円）

　【直接支払制度】

　出産する人が医療機関などで支払う出産費用の負担を軽減するため、国民健康保険から医療機関

などへ出産育児一時金が直接支払われる制度です。

○出産費用が出産育児一時金を超える場合

　出産育児一時金で補えない差額分を退院時に医療機関などにお支払いください。

○出産費用が出産育児一時金未満の場合

　差額分を小国町に請求することが出来ます。

◆手続きに必要なもの

　出産者の保険証、印鑑、通帳、領収書、直接支払制度利用の有無が記載されている書類

※職場の健康保険（社会保険など）に被保険者本人として 1 年以上加入していた人が社会保険など

の資格を喪失後、6 か月以内に出産した場合は、加入していた社会保険などから出産育児一時金の支

給を受けることが出来ます。その場合は、国民健康保険からは支給されません。

◎死亡したとき

　国民健康保険加入者が死亡した場合、葬祭を行った人に対して葬祭費が支給されます。

◆支給額

　2 万円

◆手続きに必要なもの

　死亡した人の保険証、葬祭を行った人の通帳、印鑑

問い合わせ：小国町役場福祉課　☎︎４６−２１１６

～配食サービスについて～

　小国町では、栄養改善、安否確認を目的とした配食サービスを実施しています。

対象者は、概ね６５歳以上の一人暮らし世帯、または高齢者のみの世帯、及び、要支援１・２の認

定を受けた方の中で、調理や買い物が困難な方です。対象になられた方は、就労支援センター陽な

たぼっこより、週二回、一食２００円でお弁当を配達します。

　日常生活の中で、食事や見守りの面でお困りの方は、一度、小国町地域包括支援センターまでご

相談下さい。

問小国町役場　福祉課　地域包括支援センター　☎︎４６ ‐ ２１１６　

小国町地域包括センターからのお知らせ
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○○○○○○福　　祉

～平成31年度小国町立保育園及び小国幼稚園（認定こども園）の入園手続きのご案内～

施設利用申し込みの流れ

　平成 31 年度の小国町立保育園・小国幼稚園（認定こども園）の新規入園申し込みを受け付けます。

申し込み方法等については次のとおりです。

　平成 31 年度途中に利用をご希望の方もこの期間にお申込みください。

なお、小国町立保育園及び小国幼稚園在園児（保育部分）の継続利用申請書（現況届）の提出に

ついては、11 月下旬に各園を通じて別途お知らせします。

○施設を利用するためには、対象となる児童の年齢や教育または保育を必要とする事由等により、

町から支給認定を受ける必要があります。認定区分や利用できる施設は次のとおりです。
認定区分 対象となる子ども 利用できる施設
１号認定 満 3 歳以上のお子さんで保育を必要とせず、教育を希望する人 幼稚園

認定こども園（教育部分）
＊２号認定 満 3 歳以上のお子さんで『保育を必要とする事由』に該当し、保育施設での

保育を希望する人
保育園
認定こども園（保育部分）

＊３号認定 満 3 歳未満のお子さんで『保育を必要とする事由』に該当し、保育施設での
保育を希望する人

保育園
認定こども園（保育部分）

○『保育を必要とする事由』・・・＊認定区分 2・3 号に該当する方のみ。1 号認定は関係ありません。

主な事由は次のとおり。保護者がこれらに該当しないと保育施設の利用ができません。

①就労 保護者が就労（月 48 時間～ 120 時間以上）しており保育できない。
②母親の妊娠・出産 保護者が出産前後である。
③保護者の病気・障がい等 保護者が病気、負傷、心身に障がいがある。
④同居家族の介護・看護 同居している親族を常時介護・看病する必要がある。
⑤求職活動・就学 日中、求職活動や企業活動をしている。就労につながる就学をしている。
⑥その他 虐待やＤＶの恐れがあるなど、保育が必要であると町長が認めるもの。

※それそれの事由ごとに『証明書等の必要書類の添付』が必要です。

保護者の就労時間や事由により、支給認定される保育時間が標準時間（最長 11 時間）、短時間（8

時間）いずれかに区分され、施設の利用期間等が変わってきます。なお、利用時間については各

施設で変わりますので、詳しくは利用を希望する施設にご確認ください。

　１　幼稚園に直接、入園申し込み、内定を受ける。

２　支給認定申請書と関係書類を幼稚園に提出。幼稚

園を通して、役場へ申請します。なお、1号認定（教育

部分）を希望の方は申請書のみで関係書類の添付

は必要ありません。

３　幼稚園を通して、町から支給認定証が交付され、幼

稚園と契約をします。

※認定こども園とは、幼稚園と保育所の機能を持つ施設

です。　　　　　　　　　（☎小国幼稚園46-3620）

○小国幼稚園（認定こども園）を希望する場合○小国町立保育園を希望する場合

１　利用希望保育園を決め、支給認定申請書に関係書

類を添付し町に提出します。

２　町が支給認定証を交付し、保育園が申請者の希望、

保育園の状況などにより利用調整をします。

３　利用先の決定後、園と契約となります。

※なお、０歳児の入園については、事前に宮原保育園へ

ご相談ください。

（☎宮原保育園46-2439）

★申込書　　『支給認定申請書兼施設利用（継続利用）申込書』及び証明書等の必要書類は小国町役場福祉課ま
　　　　　　たは各園にも備えてあります。
★受付期間　平成 30 年 11 月 1 日～ 11 月 30 日 ( 土日祝日を除く )　
★提出先　　　小国町立保育園入園希望の方・・・小国町役場福祉課（☎︎ 46-2116）
　　　　　　　小国幼稚園入園希望の方・・・・・小国幼稚園　（☎︎ 46-3620）
★施設利用料　施設利用料は保護者の所得による課税額に応じた各階層区分により算定します。
★お問い合わせ先　　　　小国町役場福祉課　（☎︎ 46-2116）
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○○○○○○子育て　　　 子育てカレンダー
 カ  カンガルーのぽっけ　　　問子育て支援拠点　☎ 46-6656

 パラソル  パラソルセンター　   問パラソルセンター　☎ 46-5720

★ぽっけの日  カ  11：00 ～ 11：50 終了（小雨決行）

11/ 9(金) 『木育と焼き芋を楽しもう(^^♪』
　秋を五感で味わいませんか。講師は木育インストラクター
の宇都宮さんです。（木魂館：現地集合）
＊詳しくはカンガルーのお便りをご覧ください。

★すくすく広場  カ  13：30 ～　母子手帳をご持参ください。

※いつもと違う時間帯のなのでご注意ください。
11/ 13（火）『子どもの歯について』
一生使う大事な歯の話。歯科の先生が来られます。
終了後に赤ちゃんの身体測定を行います。
０歳児さんとその家族・妊婦さんの集いです。

★おもちゃ図書館 “ミルク”  パラソル   9：00 ～ 11：30 

10/13（土）、10/27（土）

★なかよしくまさん  パラソル   10：00 ～ 11：50 

10/25（木）　高校生と赤ちゃんとの交流会

★絵本読み聞かせ  カ    11：00 ～　お気軽にご参加ください

11/ 5( 月) 11:30 ～
カンガルーのぽっけ職員による読み聞かせです。

★その他
10/17(水)
北里保育園にチンドン屋さんが来るよ♪
10/19(金)  カ 10:30～ママ主催　ほっと・カフェ
　　　　　　お茶しながら情報交換しましょう♪
10/22 (月) カ 10：30～リサイクルバザー
　　　　　　（10/24　14：00～片付けます）
＊リサイクルバザー品・ハギレなど募集中！
10/29,30,31未定『もぐもぐの日』講師：松丸さん
11/ 7(水)ブックスタート（6～7ヶ月健診対象者）

★お休み（休館日）
パラソル  10/6,10/14,10/21
 カ 　10/20,10/21,10/26,10/28,
　　 11/3,11/4,11/10,11/11

あみだ杉の館　　46-3310

開館時間：月曜～土曜10時から18時

休館日 ： 日曜　祝祭日

本着新 内案ご

　「ざんねんないきもの辞典」

が大ヒットしていますが、こち

らの本も人気です。

絶滅に追いやられた動物の理

由がイラスト付きで分かりやす

く書かれています。

　図書室（あみだ杉の館）は、役場に近い元肥後銀行の建

物に開館しています。館内には、平成11年の台風で倒壊

した阿弥陀杉でできたモニュメントがあります。蔵書は約

15,000冊で、読み聞かせもできる絵本のへや、20席の学

習室があります。県立図書館からの定期配本や保育園・幼

稚園などで読み聞かせも行っています。

「わけあって絶滅しました。」
 　　　　　 ／ 今泉忠明

「下町ロケット ゴースト」　池井戸潤

「送り火」　高橋弘希

「未来のミライ」　細田守

「クックパッド 栄養士のレシピおいしいキッチン」　上地智子

「消滅遺産」　安倍雅史

「認知症の脳もよみがえる頭の体操」　川島隆太

「まるまる ぽぽぽん」　柏原晃夫

今月の

おすすめの一冊！

※新着本情報は、小国町の Facebook でも随時お知らせしています。

お誕生おめでとう

赤ちゃん 誕生日 パパ・ママ

因幡　光
ひかり

織ちゃん 8月 28日 直樹さん・のぞみさん

赤ちゃん 誕生日 パパ・ママ

小松　加
か な

奈ちゃん 9月 17日 裕樹さん・あゆみさん

9 月 31 日受付分まで

入　札　結　果　の　お　知　ら　せ

入　札　日 工事・委託名 業者名 請負・委託額（円）

平成 30 年 9 月 25 日 小国町道路トンネル定期点検業務委託
サンコーコンサルタント

（株）南九州支店
10,908,000

平成 30 年 9 月 25 日 町道岳湯線舗装打換工事 ㈱肥後建設社 9,644,400
平成 30 年 9 月 25 日 杖立地区防災センター（避難所）建設設計業務委託 ㈲文化建築社 21,060,000
平成 30 年 9 月 25 日 秋原地区第１工区配水管布設替工事 ㈲産興 14,018,400
平成 30 年 9 月 25 日 秋原地区第２工区配水管布設替工事 北里電業水道設備㈲ 18,511,200
平成 30 年 9 月 25 日 秋原地区第３工区配水管布設替工事 ㈲伊藤設備 15,552,000



　日本赤十字社では、下記の災害に対する義援金の受付を開始しています。
　小国町では、社会福祉協議会及び小国町役場福祉課で受付を行っています。
　義援金の名称及び受付期間は次のとおりです。

＊義援金名称　「平成 30 年北海道胆振東部地震災害義援金」
＊受付期間　　平成 31 年 3 月 31 日（日）まで

　これらの義援金は、被災都道府県に設置された義援金配分委員会を通じて、全額が被災者に配分され
ます。なお、物品の受け付けはありませんのでご了承ください。
　
問小国町社会福祉協議会　☎︎ 46-5575　　問小国町役場福祉課　☎︎ 46-2116

日本赤十字社　災害義援金のお知らせ
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○○○○○○公立病院

　

今
年
4
月
に
お
ぐ
に
訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
へ
異
動
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
は
病
院
に
受
診
に
来
ら
れ
た

り
、
入
院
さ
れ
る
方
の
看
護
を
し
て
お
り
ま

し
た
が
、
訪
問
看
護
で
は
、
看
護
師
が
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
さ
れ
る
方
の
ご
自
宅
へ
伺
い
看

護
を
お
こ
な
い
ま
す
。

　

お
ぐ
に
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
平

成
9
年
に
病
院
内
の
訪
問
看
護
か
ら
た
ち
あ

げ
ら
れ
、
平
成
11
年
に
お
ぐ
に
老
人
保
健
施

設
開
所
に
と
も
な
い
、
現
在
の
場
所
に
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
が
移
設
さ
れ
、
現
在
に
い
た
っ

て
い
ま
す
。
看
護
師
不
足
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
病
院
の
外
来
看
護
師
と
の
協
力
体
制
で

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
成
立
し
て
い
ま
す
。
現
在

3
名
の
看
護
師
で
約
37
名
の
利
用
者
様
の
訪

問
に
あ
た
っ
て
お
り
ま
す
。
対
象
は
赤
ち
ゃ

ん
か
ら
ご
高
齢
の
方
ま
で
で
す
が
、
現
在

は
、
高
齢
の
方
が
中
心
と
な
っ
て
い
ま
す
。

障
害
や
難
病
、
慢
性
疾
患
を
お
持
ち
の
方
の

在
宅
で
の
治
療
、
内
服
管
理
、
入
浴
な
ど
の

清
潔
の
援
助
、
看
取
り
の
看
護
に
い
た
る
ま

で
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
役
割
は
多
岐

に
わ
た
り
ま
す
。

　

最
近
よ
く
耳
に
す
る
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
」
と
は
、
住
民
の
皆
様
が
住
み
慣
れ

た
小
国
郷
で
自
分
ら
し
い
暮
ら
し
を
人
生
の

最
期
ま
で
継
続
で
き
る
よ
う
、
医
療
・
介

護
・
福
祉
・
保
健
の
関
係
者
が
連
携
し
、
支

え
て
い
く
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　

当
院
で
は
、
小
国
郷
の
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
の
一
翼
を
担
う
た
め
に
、
地
域
包
括

ケ
ア
病
床
を
導
入
し
て
地
域
連
携
室
を
中
心

に
ス
タ
ッ
フ
一
丸
と
な
り
頑
張
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　

訪
問
看
護
は
こ
の
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

な
か
で
、
住
み
慣
れ
た
地
域
・
自
宅
で
、
医

療
を
受
け
ら
れ
る
様
に
支
え
て
い
く
重
要
な

機
能
を
担
っ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
訪
問
看
護
師
は
、
日
々
の
訪
問
で
利

用
者
様
や
ご
家
族
の
思
い
を
重
視
し
、
自
宅

で
よ
り
よ
い
自
分
ら
し
い
療
養
生
活
が
送

れ
る
よ
う
、
病
院
の
医
師
や
ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
や
介
護
職
員
の
方
々
と
も
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
な
が
ら
援
助
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

訪
問
看
護
に
異
動
し
た
当
初
は
訪
問
時
に

緊
張
や
不
安
も
あ
り
ま
し
た
が
、
利
用
者
様

や
家
族
の
方
が
「
あ
り
が
と
う
」
「
来
て
く

れ
て
よ
か
っ
た
」
と
い
う
感
謝
の
言
葉
を
聞

き
、
そ
の
言
葉
や
笑
顔
が
支
え
に
な
っ
て
い

ま
す
。
今
年
の
熱
い
夏
も
過
ぎ
朝
晩
は
涼
し

く
過
ご
し
や
す
い
秋
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
厳
し
い
小
国
の
冬
が
や
っ
て
来
る
こ
と
を

思
う
と
ま
た
心
配
も
あ
り
ま
す
が
、
四
季
の

移
り
変
わ
る
風
を
感
じ
な
が
ら
日
々
の
訪
問

を
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

小
国
公
立
病
院
ニ
ュ
ー
ス

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
看
護
師
長　

松
原　

恒
子

職　

員　

紹　

介

【名前】　　小川　麻夜
　　　　( おがわ　まや )

【ひとこと】　9 月より勤
務させて頂く事になりま
した、小川麻夜と申しま
す。これまでは “ リハセ
ンターみどりの里 ” に勤
務させて頂き、小国郷の
リハビリ業務に携わって
まいりました。
　また、南小国町出身と
言うこともあり顔見知りの方も多く、早くも色々な面で助
けて頂いております。今後は小国公立病院のリハビリス
タッフの一員として地域の皆様に貢献できる様努めて参り
ます。どうぞよろしくお願い申しあげます。

小
国
公
立
病
院
は
８
月
か
ら
“
地
域
包
括
ケ
ア

病
床
”
を
開
設
し
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
に
伴
い
、

当
院
の
リ
ハ
ビ
リ
機
能
の
強
化
を
目
的
と
し
て
、

９
月
１
日
付
け
で
理
学
療
法
士
の
小
川
麻
夜
さ

ん
が
新
た
に
採
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

皆
さ
ん
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。



　昨年、小国町で開催した「あその山モン伐木チャンピオンシップ」が今年も南阿蘇村で開催されます。こ
れは阿蘇地域の関係市町村と林業事業体等で構成する「阿蘇地域林業担い手対策協議会」が、林業技術とそ
の安全意識を向上させること、林業を広く一般に広めて林業への新規就業者を確保すること等を目的として
開催し今年で３回目となります。
　阿蘇地域の林業に従事する担い手たち「あその山モン」が、伐倒や枝払いなどのチェーンソー技術を、世
界大会のルールに基づき競い合います。実践さながらの技術とスポーツ感覚あふれる競技で、林業の魅力を
間近に感じることができます。
　他にも親子で楽しめる体験コーナーなどを開催しますので、皆さま、ぜひお気軽にお出で下さい。

開催日　平成 30 年 11 月 10 日（土）

場　所　道の駅「あそ望の郷くぎの」（阿蘇郡南阿蘇村大字久石 2807）

問阿蘇地域林業担い手対策協議会（事務局：熊本県県北広域本部阿蘇地域振興局林務課）☎︎ 0967-22-2312

林業イベント「あその山モン伐木チャンピオンシップ 2018」を開催します
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○○○○○○産　　業

　

小
国
町
森
林
組
合
及
び
阿
蘇
森
林
組
合

合
同
で
小
国
郷
優
良
材
市
を
開
催
致
し
ま

す
。
今
回
で
24
回
目
と
な
り
ま
し
た
。
県

内
外
な
ど
か
ら
多
数
の
買
い
方
業
者
が
参

加
す
る
事
か
ら
、
こ
の
機
会
に
原
木
出
材

の
程
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

【
日
時
】
11
月
８
日
（
木
曜
日
）

【
場
所
】
阿
蘇
森
林
組
合    

南
小
国
共
販
所

【
時
間
】
開
市　
　
　

９
時
30
分
よ
り

優
良
材　
　

11
時
頃
よ
り

235

小
国
郷
優
良
材
市
近
ま
る
！

木
材
価
格
の
状
況

　

９
月
19
日
に
若
宮
共
販
所
に
お
い
て
、

秋
の
小
国
杉
優
良
材
市
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
小
国
郷
の
製
材
業
者
を
は
じ
め
、
県

内
外
よ
り
多
数
の
買
い
方
業
者
が
参
加
し

盛
況
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

販
売
数
量
は
、
１
，
９
７
７
立
方
で
平

均
１
２
，
２
８
７
円
と
な
り
、
昨
年
の
平

均
を
上
回
り
ま
し
た
。

　

杉
材
の
最
高
値
は
６
ｍ
58
ｃ
ｍ
立
方

辺
り
１
１
１
，
０
０
０
円
と
な
り
、
続

い
て
４
ｍ
74
ｃ
ｍ
立
方
辺
り
１
０
１
，

０
０
０
円
と
な
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
森
林
組
合
と
し
ま
し
て
も
、

さ
ら
な
る
有
利
販
売
が
で
き
る
よ
う
努

力
し
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
原
木
出
品

及
び
ご
協
力
の
程
宜
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

（単位：円・１立方当たり）木 材 市 況 状 況
共　　販　　日 9 月 3 日 9 月 19 日

販　売　数　量 1,287㎥ 1,977㎥

販　売　金　額 13,456 千円 24,294 千円

総　　平　　均 10,443 円 12,287 円

樹種 長さ 直 径 直材平均 直材高値 直材平均 直材高値

杉

4m

 9 ～ 13 9,970 9,970 10,840 10,840

14 12,700 13,390 13,140 13,590

16 ～ 18 13,410 16,500 13,170 13,500

20 ～ 22 12,820 14,000 13,730 14,500

24 ～ 28 12,950 15,500 14,360 17,360

30cm 上 13,730 17,000 17,840 101,000

3m

 9 ～ 13 8,990 8,990 9,110 9,110

14 12,680 14,000 14,000 14,000

16 ～ 18 13,000 14,000 12,570 14,000

20 ～ 22 13,100 14,000 13,060 14,980

24 ～ 28 13,080 14,200 13,990 14,890

30cm 上 12,750 14,000 14,420 15,800

2m 16cm 上 ― ― ― ―

6m

14 ～ 18 ― ― 19,000 19,000

20 ～ 28 14,620 16,990 16,310 19,000

30cm 上 20,000 20,000 23,700 111,000

桧 4m

10 ～ 18 ― ― 17,530 17,590

20 ～ 28 ― ― 15,980 17,710

30cm 上 ― ― 15,600 17,900

S
Ｇ
Ｅ
Ｃ
／
Ｐ
Ｅ
Ｆ
Ｃ
森
林
認
証
材

　

町
内
の
森
林
面
積
が
１
０
，
３
０
４
ｈ

ａ
で
あ
り
、
こ
の
う
ち
森
林
認
証
面
積
は
、

７
，
６
６
９
ｈ
ａ
（
町
有
林
含
む
）
件
数

に
し
て
１
，
０
８
４
件
で
あ
り
、
全
体
の

約
７
４
％
が
認
証
林
と
な
っ
て
い
ま
す
。

認
証
面
積
の
基
礎
は
、
林
家
と
組
合
の
森

林
経
営
委
託
契
約
が
結
ば
れ
て
い
る
山
林

が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

こ
こ
５
年
間
で
は
毎
年
１
０
０
〜

１
５
０
ｈ
ａ
の
認
証
面
積
が
増
加
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
小
国
町
は
「
環
境
に

配
慮
し
た
森
づ
く
り
」
を
目
指
し
ま
す
。

　

森
林
認
証
マ
ー
ク
は
こ
ち
ら
↓



14OGUNI 2018.10

○○○○○○消防・防犯

「
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
安
心
の
街
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
10
月
11
日
（
木
）
か
ら
20
日

（
土
）
ま
で
の
10
日
間
、
「
全
国
地
域
安
全

運
動
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
運
動
は
、
犯
罪
の
な
い
安
全
な
社

会
を
実
現
す
る
た
め
に
、
防
犯
協
会
を
は

じ
め
と
す
る
関
係
機
関
、
自
治
体
、
防
犯

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
と
、
警
察
が
連
携

し
、
各
地
で
パ
ト
ロ
ー
ル
や
防
犯
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
な
ど
に
取
り
組
む
も
の
で
す
。

　

み
ん
な
の
力
で
犯
罪
の
な
い
、
「
安
全
で

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
街
づ
く
り
」
に
努
め

ま
し
ょ
う
。

運
動
の
重
点

【
全
国
】

　

・
子
供
と
女
性
の
犯
罪
被
害
防
止

　

・
特
殊
詐
欺
（
振
り
込
め
詐
欺
等
）
の

　
　

被
害
防
止

【
県
】

　

・
住
宅
対
象
侵
入
窃
盗
被
害
防
止

ゴ
ミ
の
投
棄
、
焼
却
は
犯
罪
で
す
！ 

　
廃
棄
物
（
家
庭
ゴ
ミ
や
事
業
に
よ
り
排

出
し
た
ゴ
ミ
）
を
捨
て
た
り
燃
や
す
こ
と

は
少
量
で
あ
っ
て
も
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ゴ
ミ
は
所
定
の
手
続
き
で
処
分
し
ま

し
ょ
う
。

【
罰
則
】

五
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
一
千
万
円
（
産

業
廃
棄
物
の
場
合
、
法
人
は
三
億
円
）
以

下
の
罰
金
（
併
科
）

　

み
ん
な
で
つ
く
ろ
う  

安
心
・
安
全
な  

小
国
郷

お
ぐ
に
け
い
さ
つ

284

地
域
安
全
コ
ー
ナ
ー

通報・相談先 
46-2110

222

　

実
り
豊
か
な
秋
と
な
り
紅
葉
狩
り
や

山
菜
採
り
等
で
山
に
行
く
機
会
も
多
く

な
っ
て
く
る
事
と
思
い
ま
す
。
入
山
の
際

は
次
の
点
に
十
分
注
意
し
て
下
さ
い
。

・
暑
く
な
く
て
も
水
分
は
持
っ
て
行
き
ま

し
ょ
う
。

・
家
族
に
行
き
先
を
伝
え
て
行
き
ま
し
ょ

う
。

・
突
然
の
天
候
変
化
に
注
意
し
ま
し
ょ

う
。

・
蜂
や
蛇
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

・
携
帯
電
話
が
あ
れ
ば
持
っ
て
行
き
ま

し
ょ
う
。

・
怪
我
や
気
分
不
良
の
時
は
消
防
署
へ

通
報
し
ま
し
ょ
う
。

全国地域安全運動　
　　　2018.10.11-20
～安全で住みよい
　　地域社会の
　　実現を目指して～

特別警戒

実施中！

山
の
事
故
に
注
意
！

甲
種
防
火
管
理

新
規
講
習
の
ご
案
内

講
習
日

平
成
30
年
11
月
６
・
７
日
（
２
日
間
）

会
場

阿
蘇
広
域
消
防
本
部　

　
　
　
　
　
　

２
階
多
目
的
ホ
ー
ル

受
付

各
消
防
署
に
て

　

10
月
１
日
か
ら
10
月
26
日
ま
で　
　

　
　

午
前
８
時
30
分
か
ら

　
　

午
後
５
時
15
分
ま
で

（
土
・
日
・
祝
・
祭
日
の
閉
庁
日
は
除
く
）

　
受
講
料

　

３
４
０
０
円
（
図
書
代
）　

防
火
管
理
者
講
習
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

消
防
本
部
（
34
‐
０
１
１
９
）

北
部
分
署
（
46
‐
４
４
１
１
）
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里親制度説明会のご案内

〜里親制度って何だろう〜

小国町図書室古本市開催

○里親制度とは

　何らかの事情により家庭での養育が困難又は受け

られなくなった子どもに、温かい愛情と正しい理解を

持った家庭環境の下での養育を提供する制度で、養

育期間は数週間から十数年までと様々です。

○里親制度説明会の開催について

　この度、南小国町と合同で里親制度説明会を下記

の日程で開催いたします。居住地に関係なく参加で

きますので、里親の事を知りたい方、少しでも興味

のある方は気軽にご参加ください。

日　時　平成 30 年 11 月 20 日 ( 火 )

　　　　19：00 ～ 20：00 (1 時間程度 )

場　所　南小国町役場　中会議室

内　容　社会的養護の現状、ＤＶＤ視聴、制度説明、

　　　　質疑応答、個別相談など

参加料　無料

　なお、当日日程が合わず参加できない方も、ご連

絡いただければ個別に相談に応じます。

問小国町役場福祉課　☎ 46-2116

問熊本中央児童相談所　☎ 096-381-4451

問児童養護施設　愛隣園 　☎ 0968-43-2773

　今回で 9 回目となる小国町図書室古本市を開催し

ます。

　皆様よりご提供頂いた本を無料で配布します。

◎日時：10 月 18 日（木）10：00 ～ 17：00

◎場所：小国町図書室

古本募集にご協力ください。

　◎古本受付：10 月 12 日（金）18 時まで

　◎受付場所：小国町図書室

　◎募集する本：小説、絵本、一般書、雑誌

紙芝居

※古本の買い取りはしておりませんので無償で提供し

て頂ける方のみお持ち下さい。

問小国町教育委員会　☎ 46-3317

　大会を通して、青少年の健全育成、体力増進及び

お互いの交流を図ることを目的に、第 37 回小国町

ロードレース大会を下記のとおり開催します。多くの

方の参加をお待ちしています。

◎日時　11 月 25 日 ( 日 ) 開会式：午前　9：15

　　　　　　　　　　スタート：午前 10：00 予定

◎場所　消防北部分署 ( スタート・ゴール )

◎距離　小学１年生（男子１キロ、女子１キロ）

　　　　小学２年生（男子１キロ、女子１キロ）

　　　　小学３年生（男子２キロ、女子１キロ）

　　　　小学４年生（男子２キロ、女子２キロ）

　　　　小学５年生（男子３キロ、女子２キロ）

　　　　小学６年生（男子３キロ、女子２キロ）

　　　　中　学　生（男子５キロ、女子３キロ）

　　　　高校・一般（男子５キロ、女子３キロ）

◎参加料　小・中・高：300 円　一般：500 円

◎申込期限　11 月 15 日（木）

◎申込先　小国町教育委員会内

　　　　　体育協会事務局まで（℡ .46-3317）

※申込書用紙は小国町教育委員会にあります。

◎その他

　中止の場合、参加料は返金いたしません。ただし、

参加賞はお渡しします。

問小国町教育委員会　☎ 46-3317

第37回小国町ロードレース大会参加者募集

薬味野菜の里小国新店舗オープンのお知らせ

　地元農産物等を販売する薬味野菜の里小国が下記

の日程でリニューアルオープンします。開店記念とし

て来店された方にはオープン日から 3 日間先着 100

名に記念品のプレゼントを行います。その他イベント

も計画しております。

　皆様のご来店お待ちしております。

◎ 10 月 20 日（土）午前 10 時　OPEN

※ 21 日（日）からの営業時間等

営業時間：午前 9 時から午後 5 時

定休日：火曜日　　

問小国町役場産業課　☎ 46-2112
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住生活総合調査のお知らせ

　10 月 15 日（月）から 21 日（日）は「行政相談週間」

です。その取り組みの一環として下記のとおり行政相

談が行われます。お困りごとの解決に行政相談員が

お手伝いします。

　相談は無料で秘密は厳守されます。お気軽にご相

談ください。

◎日時　10 月 15 日（月）10 時～ 12 時

　　　　10 月 25 日（木）10 時～ 15 時

◎場所　小国町隣保館

問小国町役場住民課　☎ 46-2115

　12 月 1 日、全国で住生活総合調査が行われます。

この調査は、住生活基本法に基づく住生活の安定・

向上に係る総合的な施策を推進する上で必要となる

基礎資料を得ることを目的としています。

　今回は、10 月に実施された住宅・土地統計調査

に回答いただいた世帯の中から一部を選び、全国で

約 12 万世帯を対象に行います。

　11 月下旬からポスティングにより調査票を配布し、

郵送・オンラインにより回収しますので、ご協力をお

願いします。

問小国町役場建設課　☎ 46-2114　　　　　　　　

　　　　

行政相談週間のお知らせ

　阿蘇税務署では、事業者の方を対象として、年末

調整説明会を開催します。ぜひ、お越しください。

◎開催日時・会場

日時 会場 対象者
11 月 13 日（火）
10 時～正午

阿蘇市立体育館 阿蘇市、
産山村

11 月 14 日（水）
14 時～ 16 時

南小国町自然休養村管
理センター大会議室

小国町、
南小国町

11 月 15 日（木）
10 時～正午又は、
14 時～ 16 時

高森総合センター
大会議室

高森町、
南阿蘇村、
西原村

　年末調整で使用する用紙等が不足する場合には、

国税庁ホームページにてダウンロードできます。

問阿蘇税務署　☎ 22-0551 　自動音声案内「2」

年末調整説明会のご案内

　阿蘇地区税務協議会では各市町村の申告会場で作

成する平成 30 年分の所得税及び復興特別所得税の

確定申告書（以下「確定申告書」といいます。）を、

これまでの書面提出に代え、電子申告での提出に取

り組んでいます。

　小国町では、納税者の皆様の利便性の向上並びに

税務行政の効率化の観点から、来年（平成 31 年）

の確定申告期間中に小国町の申告会場で作成する平

成 30 年分「確定申告書」を、可能な限り電子申告

で提出したいと考えております。（税務署と町とのデー

タのやりとりになるので皆様への対応の仕方が変わ

るものではありません。）

　これに伴いまして、電子申告による確定申告書を

提出する際に必要となる「利用者識別番号」の取得

をお願いします。

　阿蘇税務署から、「『利用者識別番号』の事前取得

のお願い」文書が届いた皆様は、文書内容をご確認

の上、「電子申告・納税等開始届出書」を税務署宛

てに御提出をお願いします。（強制ではなく任意のも

のです。）

問阿蘇税務署個人課税部門　☎ 22-0553（直通）

問小国町役場税務課　　　　☎ 46-2130（直通）

確定申告の「利用者識別番号」の事前取得のお願い

　国税について、面談による相談を希望される場合

や電話等での回答が困難な場合には、阿蘇税務署

に電話で事前に相談日時等を予約していただいた上

で、個別にご相談をお受けしています。

　ご予約の際には、お名前・ご住所・相談内容等を

お伺いします。

◎面接相談日（予約制）

【所得税、個人事業者の消費税、贈与税、相続税、

譲渡所得】

・10 月 11 日（木）、25 日（木）

・11 月 8 日（木）、22 日（木）

・12 月 13 日（木）、27 日（木）

【法人税、消費税、源泉所得税、印紙税等の諸税】

・10 月 30 日（火）・11 月 29 日（木）

・12 月 20 日（木）

　なお、税金の納付相談や確定申告期に申告書作成

会場へお越しの際には、事前予約は必要ありません。

問阿蘇税務署　☎ 22-0551 　自動音声案内「2」

税務署でのご相談は事前予約を！



学 校 公 開 日

10 /16 火 　小国小・小国中　　9：30 ～ 12：30

11 /15 木 　小国小・小国中　　9：30 ～ 12：30

水 道 当 番 店

（ 有 ） 財 津 総 業 ☎46-2819

21 日 キ タ ザト 商 店 水 道 部 ☎46-6148

（ 有 ） 産　    　 興 ☎46-2507

（ 有 ） 穴 井 住 設 ☎46-2331

28 日 宮 崎 水 道 ☎46-5048

小 野 水 道 工 事 店 ☎46-3190

3 祝

北里電業水道設備（有）☎46-1009

大 塚 水 工 ☎46-2163

志 屋 水 道 ☎46-4625

（ 有 ） 伊 藤 設 備 ☎46-2986

4 日 （ 資 ） 小 国 資 源 開 発 ☎46-4078

瀬 尾 設 備 ☎46-3580

11 日

伊 藤 鉄 工 所 ☎46-2343

宮 崎 ポ ン プ 店 ☎46-2236

（ 有 ） 宇 野 電 器 ☎46-2240

10

11

消 費 生 活 相 談

問消費者生活相談窓口　☎ 46-2208

火 　     10 / 16・23・30　　11 / 6・13

木
※毎週木曜日の相談は南小国町役場総
務課で受け付けています。
　     10 / 18・25　   11 / 1・8・15　

　　　　◎場所　（火曜日）小国町役場　　住民課
☎ 46-2115　

　　　　　　　　（木曜日）南小国町役場　総務課
☎ 42-1112　

　　　　◎時間　9：00 ～ 16：00
※ 訪問販売・悪質な商品販売で契約をしてお困りの方、

債務問題でお悩みの方は、気軽にご相談ください。

※電話相談も受け付けています。

社 協 告 知 板

　この度、次の方々からご寄付いただきましたので、お

礼とともにお知らせ致します。

　○西里鯛田　　池田　義広様

　　　　　　　　故人　孝男様

　　黒渕神原　　北里　積　様

　　　　　　　　故人チエ子様

　　宮原皿山　　佐竹　吹子様

　　　　　　　　故人　一　様

　○寄付として　日野　勝則　様

　皆様からいただきました寄付は、小国町の社会福祉

事業に有意義に使わせていただきます。

小国町社会福祉協議会

税 告 知 板

問小国町役場 税務課　☎ 46-2130

今月の町税についてお知らせします。

◎町・県民税（第 3 期分）

◎納期限及び口座振替日：10 月 25 日（木）

　税額を通知書でご確認の上、納期限内に納付をお願

いします。

10/16 ～11/15

宮原上町の時松優子様、宮原殿町の大塚帝子様

からご寄附を頂きました。

ご厚意に感謝し厚く御礼申し上げるとともに、ご

意向に応えられるよう有意義に活用させていただ

きます。

寄 附 の お 礼
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休日在宅医
10/16 ～

11/15
小 国 公 立 病 院 ☎ 46-3111

10/21 古 閑 医 院 ☎ 22-3000

  　28 問 端 内 科 ☎ 32-0102

11/  3 大 阿 蘇 病 院 ☎ 22-2111

  　  4 小 野 主 生 医 院 ☎ 32-0039

  　11 阿 蘇 温 泉 病 院 ☎ 32-0881



おぐにのカレンダー    パラソル  パラソルセンター　  図書  小国町図書室
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16 火

17 水 2018 ふるさとの秋祭り

18 木 2018 ふるさとの秋祭り

19 金

20 土 薬味野菜の里小国新店舗オープン

21 日 パラソル休館日

22 月 心配ごと相談  パラソル 10：00 ～ 11：30

23 火

24 水

25 木 無料法律相談  パラソル 10：00 ～ 15：00

26 金

27 土

28 日 パラソル休館日

29 月
介護予防健診（午前９時受付：塩井川公民館・
午後１時受付：旧北里小学校クラブハウス）

30 火
介護予防健診（午前９時受付：北里３部集会所・
午後１時受付：西村公民館）

31 水
介護予防健診（午前９時受付：ゆけむりの館・
午後１時受付：西里多目的集会所）

1 木 介護予防健診（午前９時受付：下明里集会所）

2 金

年金相談 福祉センター悠ゆう館
10：00 ～ 15：00【予約制☎ 096(367)2503】
介護予防健診（午前９時受付：神原西組公民館・
午後１時受付：黒渕公民館）

3 土

4 日 パラソル休館日

5 月
行政相談 パラソル 10：00 ～ 12：00
介護予防健診（午前９時受付：奥山公民館・
午後１時受付：本村公民館）

6 火
介護予防健診（午前９時受付：室原公民館・
午後１時受付：蓬莱団地公民館）

7 水
３～ 4ヵ月児健診及び６～７ヵ月児健診
 　おぐに老人保健施設 2 階 受付 13：15 ～ 13：30

8 木

9 金

10 土

11 日 パラソル休館日

12 月 心配ごと相談  パラソル 10：00 ～ 11：30

13 火

14 水

15 木
1 歳 6ヶ月児健診 おぐに老人保健施設 2 階

受付 13：15 ～ 13：30
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10 元気クラブ
問地域包括支援センター　☎ 46-2116

16 火
9：30 ～ 片田集会所

13：30 ～ 倉原公民館

17 水
9：30 ～ 塩井川公民館

13：30 ～ 悠ゆう館

19 金
9：30 ～ 宮原 2 部集会所

13：30 ～ 西村公民館

23 火 13：30 ～ ゆけむりの館

24 水
9：30 ～ 北里 3 部集会所

13：30 ～ 室原集会所

25 木
９：30 ～ 宮原 7 部集会所

13：30 ～ 西里多目的集会所

26 金
9：30 ～ 万成寺公民館

13：30 ～ 旧下城小体育館

30 火
9：30 ～ 片田集会所

13：30 ～ 倉原公民館

31 水
9：30 ～ 塩井川公民館

13：30 ～ 悠ゆう館

1 木
9：30 ～ 黒渕公民館

13：30 ～ 杖立温泉会館

2 金
9：30 ～ 宮原 2 部集会所

13：30 ～ 西村公民館

６ 火 13：30 ～ ゆけむりの館

７ 水
9：30 ～ 北里 3 部集会所

13：30 ～ 室原集会所

8 木
9：30 ～ 宮原 7 部集会所

13：30 ～ 西里多目的集会所

9 金
9：30 ～ 万成寺公民館

13：30 ～ 旧下城小体育館

13 火
9：30 ～ 片田集会所

13：30 ～ 倉原公民館

14 水
9：30 ～ 塩井川公民館

13：30 ～ 悠ゆう館

15 木
9：30 ～ 黒渕公民館

13：30 ～ 杖立温泉会館

10

※ カレンダーの行事やイベントの開催日時は変更される
ことがあります。その場合は、ラジオや文字放送でお
知らせします。
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町のうごき
平成 30 年 9月1日現在（前月比）

総人口　7,192 人　（-   6）

男　性　3,432 人　（+  2）

女　性　3,760 人　（-   8）

世帯数　3,098 戸　（+  2）

編  集  後  記

●朝晩が冷えるようになりました。

今年も 10 月 17 日、１８日の２日間、

ふるさとの秋祭りが開催されます。

今年度は、18 日は会場を宮原一番街

に集約しての開催となります。内容は

例年と同じとなっておりますので、皆

さまご家族でぜひお越しください！

●秋はイベント目白押しです。もうす

ぐ紅葉の季節となりますので、平成最

後の秋を満喫してください！

（セツダ）

　今年も下記の日程でふるさとの秋祭

りが開催されます。

　各戸に秋祭りの冊子をお配りしてい

ますので、ご確認ください。

水

木

小国町図書館前

宮原一番街周辺

ふるさとの秋祭り

９：３０～１６：３０

特別連載（第２回）
「S

エス・ディー・ジー・ズ

DGs には 17のゴールがある」

　「SDGs 未来都市」特別連載第２回目は、SDGs で設定され

ている 17 のゴールについてご紹介します（※ SDGs、SDGs

未来都市については広報おぐに９月号をご覧ください）。

　SDGs とは「ずっと住み続けられる町、地域、社会を創り維

持していくための目標」なのですが、この目標は具体的には

17 に分かれています。

　いずれの目標にも順序はつけられておらず、どれもが欠か

すことのできない、重要な目標として掲げられています。

　そして、この 17 のゴールそれぞれに対して様々な取組を
行うとともに、１つの取組が２つ、３つのゴール（目標）へ
と繋がることが理想とされています。
　逆に１つの目標達成のために、別なゴールが遠ざかったり
するようでは「持続可能な地域、持続可能な社会」は創るこ
とができないと考えられています。誰かにとって良くて、誰
かにとっては良くない社会、ではなく「全ての人にとってよ

り良い社会」これを目指すことが SDGs の推進です。

SDGs 推進の良い例

ゴール 13「気候変動に具体的な対策を」に対して、高気密・
高断熱な省エネ住宅を推進した結果、二酸化炭素排出量
が削減されたうえ、住み心地の良さからヒートショック
が抑えられ、ゴール 3「すべての人に健康と福祉を」の
推進にも繋がった。

SDGs 推進の悪い例

ゴール 7「エネルギーをみんなにそしてクリーンに」を目
指して木質バイオマス発電所が乱立した。結果、自然エネ
ルギー、クリーンエネルギーの推進に繋がったが、森林伐
採が進み、ゴール 15「陸の豊かさを守ろう」とゴール 6「安
全な水とトイレを世界中に」は後退する結果となった。

　次回は小国町が SDGs 推進に取り組む意義、そして特に
重点的に取り組むゴール、事業についてご紹介します。

出典：国連広報センター HP


